
耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科耳鼻咽喉科・・・・頭頸部外科頭頸部外科頭頸部外科頭頸部外科プログラムプログラムプログラムプログラム    

【【【【研修目標研修目標研修目標研修目標】】】】    

  耳鼻咽喉科領域における各認定医を標榜する医師のため、外来診療・病棟業務・検査・手術手技

の専門的な能力を身に付けていただきます。当科には耳外来、鼻外来、腫瘍外来、エコー外来（甲

状腺・頸部）、嗅覚外来、味覚外来、平衡外来、鼻アレルギー外来、耳管機能外来、幼児難聴外来、

補聴器外来の専門外来があり、各々の診療を通じて専門的知識を習得する事ができます。 

 

【【【【レジデントレジデントレジデントレジデント AAAA（（（（卒後卒後卒後卒後 3333 年目年目年目年目））））カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム】】】】    

病棟・外来業務を通じて耳鼻咽喉科一般外来に必要な検査・診断・治療を行う能力を身に付けて

いただきます。主要専門外来からクルズスを行い、各々のプログラムに沿って研修していただきま

す。その他、手術では助手を務め、基本的手術に関する意義・原理を理解し、適応を決め、基本的

な手術手技を習得し、手術前後の管理ができるようになっていただきます。また、気管切開術や口

蓋扁桃摘出術など基本的な手術は早くから指導医の下執刀して頂きます。６か月以後は、外来再診

医として実際に患者さんの外来診療に携わって頂きます。また関連病院に外来診察医として半日研

修に行っていただくこともあります。 

 

【【【【レジデントレジデントレジデントレジデント AAAA（（（（卒後卒後卒後卒後３３３３年目年目年目年目））））のののの他部署研修他部署研修他部署研修他部署研修についてについてについてについて】】】】    

    総合診療能力のスキルアップのため、麻酔科・疼痛制御科、形成外科、放射線科、救命救急セン

ターのいずれかで、希望により３ヶ月間研修を行うことができます。    

 

【【【【レジデントレジデントレジデントレジデント B,CB,CB,CB,C（（（（卒後卒後卒後卒後 4444～～～～5555 年目年目年目年目））））カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム】】】】    

希望があれば大学院に入学できます。卒後 3 年目の研修に引き続き病棟・外来業務を通じて耳鼻

咽喉科専門医受験に必要なよりレベルの高い検査・診断・治療を行う能力を身に付けていただきま

す。また、場合によっては希望する専門外来に所属し、耳鼻咽喉科領域の専門性を高めていただき

ます。手術に関しては指導医の下、手技的に易しいものから執刀していただき、徐々にレベルアッ

プを図っていきます。また、指導医のいる関連病院勤務を希望する事ができ、大学病院特有の疾患

ばかりではなく、一般耳鼻咽喉科で良く見られる疾患に対してもより多くの臨床経験を積む事がで

きます。 

 

【【【【カンファレンス・カンファレンス・カンファレンス・カンファレンス・症例検討会症例検討会症例検討会症例検討会・・・・抄読会抄読会抄読会抄読会】】】】    

毎週火曜日（16:30～18:30）に行う。その他、頭頸部癌カンファレンスは放射線科医師と毎週火

曜日（15:00～16:00）に行う。 

 

【【【【学会入会学会入会学会入会学会入会・・・・専門医取得専門医取得専門医取得専門医取得】】】】    

日本耳鼻咽喉科専門医の資格取得条件は、以下の 3 項目です。 

1． 日本国の医師免許を有する者。 

2． 連続して 3年以上、日本耳鼻咽喉科学会の正会員である者。 

3． 日本耳鼻咽喉科学会基準に基づいて認可した耳鼻咽喉科専門医研修施設において、研修カリキュ

ラムに従い臨床研修終了後 4 年以上の専門領域研修（うち 3年以上は耳鼻咽喉科専門医研修施設

でならなければならない）を終了した者。 

レジデント採用と同時に日本耳鼻咽喉科学会に入会していただき、関連病院を含め 4 年間研修す



る事で日本耳鼻咽喉科認定専門医の受験資格を取得する事ができます。レジデント B,C が派遣され

る可能性のある指導医のいる関連病院はすべて日本耳鼻咽喉科学会基準で認められた耳鼻咽喉科専

門医研修施設であります。 

その他、日本耳鼻咽喉科認定専門医取得後には、日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医、日本気

管食道科学会専門医、日本アレルギー学会認定医・認定専門医などの専門医や認定医の受験資格

が取得できます。 

 

【【【【大学院大学院大学院大学院】】】】    

希望があれば大学院に入学できます。基礎研究は当大学基礎医学教室と共同研究を行い、臨床研

究は各専門外来単位で prospective に行います。    

 

【【【【関連病院関連病院関連病院関連病院・・・・施設施設施設施設】】】】（下線病院は卒後 3 年目以降の臨床研修として派遣実績のある病院です。） 

  明和病院、宝塚市立病院、県立淡路医療センター、大阪府立成人病センター、神戸百年記念病院、 

大阪みなと中央病院、県立柏原病院、公立浜坂病院、佐用共立病院、市立芦屋病院、 

尼崎中央病院、東豊中渡辺病院、神戸掖済会病院、前田北須磨病院、青山病院、 

にしき記念病院、本多医院、中林病院、砂子療育園、尼崎休日急病診療所 

【【【【指導医指導医指導医指導医】】】】    

  主任教授：阪上 雅史(指導責任者)  教 授：三代 康雄 

  准教授：都築 建三   講 師：寺田 友紀   講 師：任 智美 

  講 師：宇和 伸浩   講 師：桂 弘和       助 教：佐川 公介 

  助 教：大田 重人   助 教：美内 慎也   助 教：毛利 武士 

  助 教：橋本 健吾   助 教：池畑 美樹 

 

 午前  午後 

月  初診、耳外来、耳管外来、手術  平衡外来、手術 

火 
初診、耳外来、再診  総回診、カンファレンス、抄読会、 

甲状腺・頸部エコー外来 

水  初診、平衡外来、手術  手術 

木 
 初診、再診、鼻外来、アレルギー外来、 

嗅覚外来 

 

 

味覚外来 

手術 

金  初診、腫瘍外来  補聴器外来、幼児難聴外来 

土 初診（隔週）、睡眠時無呼吸外来   

 

【【【【研修統括者研修統括者研修統括者研修統括者】】】】    

 主任教授：阪上 雅史 

 

【【【【問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】    

兵庫医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科医局 寺田 友紀   

TEL：0798-45-6493  E-mail：t-terada@hyo-med.ac.jp 


